
 

 

   国立大学法人九州大学職域限定職員給与規程 

平成２９年度九大就規第３１号 

制  定：平成３０年 ３月３０日 

最終改正：令和 ５年 ２月２７日 

（令和４年度九大就規第３０号） 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、国立大学法人九州大学職域限定職員就業規則（平成２９年度九大就規第２

２号。以下「職域限定職員就業規則」という。）第１１条の規定に基づき、国立大学法人九州

大学（以下「本学」という。）に勤務する職域限定職員の給与に関する事項について定めるも

のとする。 

 （給与の種類） 

第２条 職域限定職員の給与は、基本年俸及び諸手当とする。 

２ 諸手当は、通勤手当、特殊勤務手当、入試手当、時間外勤務手当、休日勤務手当、夜勤手当

及び宿日直手当とする。 

３ 職域限定職員の給与の計算期間及び支給日は、次の表に掲げるとおりとする。 

給 与 の 種 類 給与の計算期間 給与の支給日 

基本給月額 

通勤手当 

一の月の初日から末日まで その月の２１日 

ただし、その日が職域限定職

員就業規則第１２条第５項第

１号から第３号までに規定す

る休日に当たるときは、当該

日の直前の休日でない日 

特殊勤務手当 

入試手当 

時間外勤務手当 

休日勤務手当 

夜勤手当 

宿日直手当 

一の月の初日から末日まで 翌月の２１日 

ただし、その日が職域限定職

員就業規則第１２条第５項第

１号から第３号までに規定す

る休日に当たるときは、当該

日の直前の休日でない日 

４ 第１項の規定にかかわらず、職域限定職員が特別な業務に従事した場合に一時金を支給する

ことがある。 

 （給与の支払） 

第３条 給与は、その全額を通貨で直接職域限定職員に支払う。ただし、法令又は事業場の職員

の過半数で組織する労働組合がある場合においてはその労働組合、職員の過半数で組織する労

働組合がない場合においては職員の過半数を代表する者（以下「過半数代表者」という。）と

の書面による協定に定めがある場合には、給与の一部を控除して支払う。 

２ 前項の給与の支払は、原則として、職域限定職員の指定する職域限定職員本人の預貯金口座

への振込みによる。 

 （給与の減額） 

第４条 職域限定職員が勤務しないときは、特に承認のあった場合を除き、その勤務しない１時

間につき、次条に規定する勤務１時間当たりの給与額を減額して給与を支給する。 

 （勤務１時間当たりの給与額の算出） 

第５条 前条及び第１２条から第１５条までに規定する勤務１時間当たりの給与額は、基本給月

額を１月の所定労働時間数で除して得た額とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、第１０条の２に規定する特殊勤務手当（夜間看護等手当及び待機

手当を除く。）が支給されることとなる勤務に該当する場合の第１２条及び第１３条に規定す

る勤務１時間当たりの給与額は、当該勤務に係る勤務１時間当たりの手当の額（１日単位で支

給されるものにあっては、その額を７．７５で除した額）を、前項の規定による額に加算した

額とする。 

 （端数計算） 
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第６条 前条に規定する勤務１時間当たりの給与額を算定する場合において、当該額に５０銭未

満の端数を生じたときはこれを切り捨て、５０銭以上１円未満の端数を生じたときはこれを１

円に切り上げるものとする。 

 （端数処理） 

第７条 この規程により計算した給与の確定金額に１円未満の端数を生じたときは、これを切り

捨てる。 

 （基本年俸） 

第８条 基本年俸は、職域限定職員の区分及び職種に応じて、それぞれ次の各号に掲げるものと

する。 

(1)  フルタイム職員 

    イ 職域限定専門職員 別表１－１の職域限定専門職基本年俸表に掲げる額 

  ロ 職域限定一般職員 別表１－２の職域限定一般職基本年俸表に掲げる額 

  (2) 短時間勤務職員 前号に規定する額に、職域限定職員就業規則第１２条第１項第２号によ

り定められたその者の勤務時間を３８．７５で除して得た数を乗じて得た額 

２ 職域限定職員の受ける基本年俸は、学歴、職歴、従事する職務内容等に応じて決定する。 

３ 基本年俸を１２で除した額を基本給月額とする。 

 （基本給月額の支給） 

第９条 新たに職域限定職員となった者には、その日から基本給月額を支給する。 

２ 職域限定職員が退職（死亡の場合を除く。）し、又は解雇されたときは、その日までの基本

給月額を支給する。 

３ 職域限定職員が死亡したときは、その月まで基本給月額を支給する。 

４ 職域限定職員が、次の各号のいずれかに該当するときに、基本給月額を支給する場合におい

て、月の初日から支給するとき以外のとき、又は月の末日まで支給するとき以外のときは、そ

の基本給月額は、当該月の現日数から国立大学法人九州大学就業通則（平成１６年度九大就規

第１号。以下「就業通則」という。）に規定する休日の日数を差し引いた日数を基礎として日

割りによって計算する。 

 (1) 第１項又は第２項に該当する場合 

(2) 就業通則第３９条第１項の規定により育児休業を開始し、又は育児休業の終了により復職

した場合 

(3) 就業通則第４４条第２項第３号の規定により出勤停止となり、又は出勤停止の終了により

職務に復帰した場合 

 （通勤手当） 

第１０条 通勤手当は、次の各号に掲げる職域限定職員に支給する。ただし、交通機関、有料の

道路（以下「交通機関等」という。）又は自動車等の交通用具（以下「自動車等」という。）

を利用しなければ通勤することが著しく困難である者以外の職域限定職員であって、徒歩によ

り通勤するものとした場合の通勤距離が片道２キロメートル未満である者には支給しない。 

 (1) 通勤のため交通機関等を利用してその運賃又は料金(以下「運賃等」という。)を負担する

ことを常例とする職域限定職員(第３号に掲げる職域限定職員を除く。) 

 (2) 通勤のため自動車等を使用することを常例とする職域限定職員（第３号に掲げる職域限定

職員を除く。） 

 (3) 通勤のため交通機関等を利用してその運賃等を負担し、かつ、自動車等を使用することを

常例とする職域限定職員 

２ 通勤手当の額は、次の各号に掲げる職域限定職員の区分に応じて、当該各号に定める額とす

る。 

 (1) 前項第１号に掲げる職域限定職員 通勤手当の支給の単位となる期間として６月を超えな

い範囲内で１月を単位として本学が定める期間（自動車等に係る通勤手当にあっては１月。

以下「支給単位期間」という。）につき、本学が定めるところにより算出したその者の支給

単位期間の通勤に要する運賃等の額に相当する額（以下「運賃等相当額」という。）。ただ
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し、運賃等相当額を支給単位期間の月数で除して得た額（以下「１月当たりの運賃等相当額」

という。）が５５，０００円を超えるときは、支給単位期間につき、５５，０００円に支給

単位期間の月数を乗じて得た額（その者が２以上の交通機関等を利用するものとして当該運

賃等の額を算出する場合において、１月当たりの運賃等相当額の合計額が５５，０００円を

超えるときは、その者の通勤手当に係る支給単位期間のうち最も長い支給単位期間につき、

５５，０００円に当該支給単位期間の月数を乗じて得た額） 

 (2) 前項第２号に掲げる職域限定職員 次の各号に掲げる自動車等の片道の使用距離に応じ

て、それぞれ掲げる額 

イ  ５ｋｍ未満        ２，０００円 

   ロ  ５ｋｍ以上１０ｋｍ未満  ４，２００円 

   ハ １０ｋｍ以上１５ｋｍ未満  ７，１００円 

   ニ １５ｋｍ以上２０ｋｍ未満 １０，０００円 

   ホ ２０ｋｍ以上２５ｋｍ未満 １２，９００円 

   へ ２５ｋｍ以上３０ｋｍ未満 １５，８００円 

   ト ３０ｋｍ以上３５ｋｍ未満 １８，７００円 

   チ ３５ｋｍ以上４０ｋｍ未満 ２１，６００円 

   リ ４０ｋｍ以上４５ｋｍ未満 ２４，４００円 

   ヌ ４５ｋｍ以上５０ｋｍ未満 ２６，２００円 

   ル ５０ｋｍ以上５５ｋｍ未満 ２８，０００円 

   ヲ ５５ｋｍ以上６０ｋｍ未満 ２９，８００円 

   ワ ６０ｋｍ以上       ３１，６００円 

 (3) 前項第３号に掲げる職域限定職員 次に掲げる職域限定職員の区分に応じて、それぞれ掲

げる額 

イ 自動車等の片道の使用距離が２ｋｍ以上である職域限定職員 前２号に掲げる額（１月

当たりの運賃等相当額及び前号に定める額の合計額が５５，０００円を超えるときは、そ

の者の通勤手当に係る支給単位期間のうち最も長い支給単位期間につき、５５，０００円

に当該支給単位期間の月数を乗じて得た額） 

ロ 自動車等の片道の使用距離が２ｋｍ未満である職域限定職員のうち、１月当たりの運賃

等相当額が前号に定める額以上である職域限定職員 第１号に定める額 

ハ 自動車等の片道の使用距離が２ｋｍ未満である職域限定職員のうち、１月当たりの運賃

等相当額が前号に定める額未満である職域限定職員 前号に定める額 

３ 新たに通勤手当の要件を具備するに至った職域限定職員は、当該事由発生日から１５日以内

に所定の様式により届け出なければならない。通勤手当を受けている職域限定職員が、住居、

通勤経路若しくは通勤方法の変更をした場合又は負担する運賃等の額に変更があった場合につ

いても同様とする。 

４ 通勤手当の支給は、職域限定職員が新たに通勤手当の要件を具備するに至った日の属する月

の翌月（その日が月の初日であるときは、その日の属する月）から開始する。ただし、前項の

規定による届出が事実の生じた日から１５日を経過した後にされたときは、その届出を受理し

た日の属する月の翌月（その日が月の初日であるときは、その日の属する月）から開始する。 

５ 通勤手当を支給されている職域限定職員が退職し若しくは解雇された場合又は通勤手当の要

件を欠くに至った場合には、通勤手当の支給は、当該事実が発生した日の属する月（その日が

月の初日であるときは、その日の属する月の前月）をもって終了する。 

６ 通勤手当を支給されている職域限定職員にその月額を変更すべき事実が生じたときは、当該

事実の生じた日の属する月の翌月（その日が月の初日であるときは、その日の属する月）から

支給額を改定する。ただし、増額改定となる場合で、届出が事実の生じた日から１５日を経過

した後にされたときは、その届出を受理した日の属する月の翌月（その日が月の初日であると

きは、その日の属する月）から開始する。 

７ 第２条の規定にかかわらず、通勤手当は、原則として、支給単位期間に係る最初の月の同条

に定める給与の支給日に支給する。 
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８ 通勤手当を支給される職域限定職員については、退職、支給要件の喪失、通勤経路等の変更

その他本学が定める事由が生じた場合には、当該職域限定職員に、支給単位期間のうちこれら

の事由が生じた後の期間を考慮して定める額を返納させるものとする。 

（特殊勤務手当） 

第１０条の２ 著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務その他の特殊な勤務に従事する職域限

定職員には、その勤務の特殊性に応じて特殊勤務手当を支給する。 

２ 特殊勤務手当の種類、勤務の内容、手当額等については、国立大学法人九州大学職員給与規

程（平成１６年度九大就規第１４号）別表第２の規定を準用する。ただし、職域限定職員に支

給される特殊勤務手当の種類は、同表に掲げる特殊勤務手当の種類のうち、防疫等作業手当、

放射線取扱手当及び待機手当に限るものとする。この場合において、同表の「職員」は「職域

限定職員」と、「医療職基本給表適用」は「医療に携わる」と読み替えるものとする。 

（入試手当） 

第１１条 入試手当は、職域限定職員が、別表２の入試区分に掲げる試験において、同表に定め

る業務に従事した場合に支給する。 

２ 前項の入試手当の額は、別表２に掲げる入試区分及び業務区分に応じて同表の手当額に掲げ

る額とする。 

３ 入試手当は、別表２に定める業務について、次条に規定する時間外勤務手当又は第１３条に

規定する休日勤務手当が支給される場合には支給しない。 

 （時間外勤務手当・休日勤務手当） 

第１２条 過半数代表者との書面による協定に基づく時間外勤務を行った職域限定職員には、当

該勤務１時間につき、第５条に規定する勤務１時間当たりの給与額に、１００分の１２５（当

該勤務が午後１０時から午前５時までの間（以下「深夜」という。）に行われた場合は、１０

０分の１５０）を乗じて得た額を時間外勤務手当として支給する。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる日（次条の規定により休日勤務手当が支給され

る日を除く。）に勤務した職域限定職員には、当該勤務１時間につき、第５条に規定する勤務

１時間当たりの給与額に、１００分の１３５（当該勤務が深夜に行われた場合は、１００分の

１６０）を乗じて得た額を時間外勤務手当として支給する。 

 (1) 職域限定職員就業規則第１２条第５項に規定する休日 

 (2) 国立大学法人九州大学職員の勤務時間、休暇等に関する規程（平成１６年度九大就規第１

９号。以下「勤務時間、休暇等規程」という。）第１２条の規定により休日となった日 

３ 第１項の場合において、短時間勤務職員が行った時間外勤務のうち、当該勤務時間と当該勤

務をした日における所定の勤務時間との合計が８時間に達するまでの間の勤務に対する同項の

規定の適用については、「１００分の１２５」とあるのは、「１００分の１００」とする。 

第１３条 過半数代表者との書面による協定に基づく休日勤務を行った職域限定職員には、当該

休日に勤務した全時間に対して、勤務１時間につき、第５条に規定する勤務１時間当たりの給

与額に、１００分の１３５（当該勤務が深夜に行われた場合、１００分の１６０）を乗じて得

た額を休日勤務手当として支給する。 

第１４条 前２条の規定にかかわらず、時間外勤務を行った時間と休日勤務を行った時間とを合 

 算した時間が１月につき６０時間を超えた職域限定職員には、その６０時間を超えて勤務した

全時間に対して、勤務１時間につき、第５条に規定する勤務１時間当たりの給与額に、１００

分の１５０（当該勤務が深夜に行われた場合は、１００分の１７５）を乗じて得た額を時間外

勤務手当又は休日勤務手当として支給する。 

（夜勤手当） 

第１５条 所定の勤務時間が深夜に割り振られた職域限定職員には、その間に勤務した全時間（前

条の規定により休日勤務手当が支給されることとなる時間を除く。）に対して、勤務１時間に

つき、第５条に規定する勤務１時間当たりの給与額の１００分の２５を夜勤手当として支給す

る。 

（宿日直手当） 
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第１６条 職域限定職員が、勤務時間、休暇等規程第１４条の規定により宿日直を行った場合に

は、宿日直手当を支給する。 

２ 前項の宿日直手当の額は、その宿日直１回につき、国立大学法人九州大学職員宿日直勤務細

則（平成１６年度九大就規第３２号）第２条各号に定める宿日直の区分に応じて次の表に定め

る額とする。 

宿日直の区分 手当額 

第１号の宿日直  ６，３００円 

第２号の宿日直 ２１，０００円 

３ 宿日直は、第１２条から第１５条までの勤務には含まれない。 

 （雑則） 

第１７条 この規程に定めるもののほか、給与の支給に関し必要な事項は、総長が別に定める。 

   附 則 

 この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

   附 則（令和元年度九大就規第３３号） 

 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年度九大就規第１７号） 

 この規程は、令和２年８月１日から施行し、令和２年６月３日から適用する。 

   附 則（令和２年度九大就規第２９号） 

 （施行期日） 

第１条 この規程は、令和３年３月１日から施行する。 

 （一時金支給の適用規定） 

第２条 この規程による改正後の国立大学法人九州大学職域限定職員給与規程第２条第４項の規

定は、令和３年１月１日以降に一時金の支給の対象となる業務に従事した者から適用する。 

   附 則（令和２年度九大就規第４４号） 

（施行期日） 

第１条 この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

（特殊勤務手当の支給期間の特例） 

第２条 この規程による改正後の国立大学法人九州大学職域限定職員給与規程第１０条の２第２

項の規定による特殊勤務手当のうち、防疫等作業手当（②及び③の勤務の内容に係るものに限

る。）については、施行日から当分の間、支給する。 

附 則（令和３年度九大就規第９号） 

この規程は、令和３年１０月１日から施行する。 

附 則（令和４年度九大就規第３０号） 

この規程は、令和５年３月１日から施行する。 
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別表１－１（第８条第１項第１号イ関係）

職域限定専門職基本年俸表

号 基本年俸 基本給月額（参考）

円 円

1 3,105,600 258,800

2 3,199,200 266,600

3 3,288,000 274,000

4 3,362,400 280,200

5 3,435,600 286,300

6 3,507,600 292,300

7 3,578,400 298,200

8 3,630,000 302,500

9 3,739,200 311,600

10 3,861,600 321,800

11 3,985,200 332,100

12 4,106,400 342,200

13 4,218,000 351,500

14 4,363,200 363,600

15 4,488,000 374,000

16 4,606,800 383,900

17 4,720,800 393,400

18 4,836,000 403,000

19 4,935,600 411,300

20 5,043,600 420,300
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別表１－２（第８条第１項第１号ロ関係）

職域限定一般職基本年俸表

号 基本年俸 基本給月額（参考）

円 円

1 2,241,600 186,800

2 2,284,800 190,400

3 2,325,600 193,800

4 2,368,800 197,400

5 2,410,800 200,900

6 2,486,400 207,200

7 2,562,000 213,500

8 2,610,000 217,500

9 2,656,800 221,400

10 2,708,400 225,700

11 2,755,200 229,600

12 2,798,400 233,200

13 2,838,000 236,500

14 2,875,200 239,600

15 2,912,400 242,700

16 2,949,600 245,800

17 2,985,600 248,800

18 3,022,800 251,900
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別表２（第１１条関係）

入試区分 業務区分 手当額

大学入学共通テスト 実施本部及び試験場事務

救護業務（看護師）

一般選抜 警備等の入学試験業務

（前期日程及び後期日程） 願書点検，受験票発送，問題仕分等

１日当たり   １０，０００円

半日当たり　 　５，０００円

入学者選抜機械処理業務 年度当たり   ４５，０００円

総合型選抜 試験場事務

学校推薦型選抜 救護業務（看護師）

帰国生徒選抜 警備等の入学試験業務

社会人選抜 入学者選抜機械処理業務 １試験当たり ４５，０００円

私費外国人留学生入試

編入学試験 試験場事務 １試験当たり   ３，０００円

１日当たり     ６，０００円
半日当たり　 　３，０００円

１試験当たり 　６，０００円

試験室巡視業務
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